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概要： 図書館法の改正に伴い，「大学で講義すべき司書関係科目」が新たに文部科学省令で制定されようとし
ている。その中で，司書教諭科目である「学校図書館メディアの構成」や「情報メディアの活用」科目にも間接
的な影響が考えられる。本研究では，これら 2 科目を対象として，司書教諭として確保しておくべき基礎的な
知識である OPAC や総合目録や主題索引等がどのように記述されているのか，各テキストの調査・比較を行なっ
た。この調査結果により，多くのテキストではこれらの事項が記述されていない例があることが判明した。 
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1. はじめに  
平成20年6月11日，図書館法が改正され，同法
第5条第1項第1号「大学において文部科学省令で
定める図書館に関する科目」を履修したものが司
書となる資格を有する者となることが規定され
た。長らく司書講習科目に依拠してきた司書課程
科目等の「正規」規定である。これに伴い，「大
学における図書館に関する科目」が図書館法施行
規則(省令)で規定された。必須科目11科目，選択
科目7科目(内，最低2科目)の13科目24単位案であ
る。新規科目への完全移行時期は経過措置を経て，
平成24年度となる1)2)。 
 これを受けて，資料組織関係科目も大きく変化
しようとしている。参考に関係科目名を示してお
くと，概説科目として「図書館情報資源概論」，
「情報資源組織論」，演習科目として「情報資源
組織論」に対応した「情報資源組織演習」，展開
科目(選択)として「図書館情報資源特論」，そし
て背景となる基礎科目として「図書館情報技術
論」が設定されている。 
この科目群の改正は直接には司書資格の取得
に係ることであるが，1998年改正を最後とする学
校図書館の司書教諭講習科目の教育内容3)や 
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その展開にも間接的な影響を及ぼすと考えられ
る。 
一方，現在の司書教諭講習及びこれに準拠する
司書教諭課程科目群の根拠は， 「学校図書館司書
教諭講習規定の一部を改正する省令について」
（文初小第80号平成10年3月18日）「別紙2」「司書
教諭の講習科目のねらいと内容」にある。 
 
表1  別紙2 司書教諭の講習科目の「ねらいと内容」 
 
科目・単位
数 
ねらい 内容 
学校経営
と 
学校図書
館 
（２単位） 
学校図書
館の教育
意義や経
営など全
般的事項
について
の理解を 
図る 
1)学校図書館の理念と教育的
意義 
2)学校図書館の発展と課題 
3)教育行政と学校図書館 
4)学校図書館と経営（人，施設，
資料，予算，評価等） 
5)司書教諭の役割と校内の協
力体制，研修 
6)学校図書館メディアの選択
と管理，提供 
7)学校図書館活動 
8)図書館の相互協力とネット
ワーク 
 
学校図書
館 
学校図書
館メディ 
アの構成に
1)学校図書館メディアの種類
と特性 
2)学校図書館メディアの選択
メディア
の 
構成 
（２単位） 
関する理解及
び実務能
力の育成
を計る 
と構成 
3)学校図書館メディアの組織
化 
・分類の意義と機能，日本十進
分類法の解説 
・件名標目表の解説 
・目録の意義と機能，日本目録
規則の解 説 
・目録の機械化 
4)多様な学習環境と学校図書
館メディアの配置 
 
学習指導 
と 
学校図書
館 
(2単位) 
学習指導
における
学校図書
館メディ
アの活用
について
の理解を 
図る 
1)教育課程と学校図書館 
2)発達段階に応じた学校図
書館メディアの選択 
3)児童生徒の学校図書館メ
ディア活用能力の育成 
4)学習過程における学校図
書館メディア活用の実際 
5)学習指導における学校図書
館の利用 
6)情報サービス（レファレンス
サービス等） 
7)教師への支援と働きかけ 
 
読書と豊
かな人間
性 
(2単位) 
 
児童生徒
の発達段 
階に応じ
た読書教
育の理念
と方法の 
理解を図
る 
1)読書の意義と目的 
2)読書と心の教育（読書の習慣
形成を含む） 
3)発達段階に応じた読書の指
導と計画 
4)児童・生徒向け図書の種類
と活用（漫画等の利用方法を
含む） 
5)読書の指導方法（読み聞か
せ，ストー リー テリング， 
ブックトー ク等） 
6)家庭，地域，公共図書館等と
の連携 
 
情報メディ
アの活用 
(2単位) 
学校図書 
館におけ
る多様な
情報メデ
ィアの特
性と活用
方法の理
解を図る 
1)高度情報社会と人間，情報の
発達と変化 
2)情報メディアの特性と選択 
3)視聴覚メディアの活用 
4)コンピュータの活用 
 ・教育用ソフトウェアの活用 
 ・データベースと情報検索 
・インターネットによる情報
検索と活用 
5)学校図書館メディアと著作
権 
  
これら司書教諭講習 5 科目の科目間の構造は， 
「学校経営と学校図書館」を全体の概説とし，テ
クニカル・サービス系の「学校図書館メディアの
構成」，「情報メディアの活用」の2科目，パブリ
ック・サービス系の「学習指導と学校図書館」，「読
書と豊かな人間性」の 2 科目として把握できる。  
 さらに細区分をすれば，テクニカル・サービス
系の「学校図書館メディアの構成」は，学校図書
館メディアの収集，組織化，保存を守備範囲とし，
「情報メディアの活用」は，組織化されたメディ
アを探索，利活用することに焦点があろう。ただ
し，先述した1990年代以降の情報環境の変化は， 
学校図書館をメディアセンターから情報メディア
センターへと発展をさせてきた。 
 一方のパブリック・サービス系の「学習指導と
学校図書館」は教科学習をサポートする学校図書
館の役割に重点があり，「読書と豊かな人間性」で
は自発的な「読み」としての読書が守備範囲であ
ろう。 
本稿では，これら科目群の中の，前者の「学校図
書館メディアの構成」，「情報メディアの活用」の2科
目を対象として，その教科書として編纂されたテキス
ト類を対象に検討を行う。 
 検討の視点としては，学校図書館サービスを基
礎で支える，目録関係，主題索引関係等について，
現在の図書館の目録や主題索引・検索等を取り巻
く現状にどこまで対応しているかを調査した。 
なお，評価方法は，記述量の差と質的観点によ 
 
り3段階評価でおこなった。また，大学等で初学
習者が科目受講をすることにも配慮し，各記述が
分かり易いものであるかも検討をした。 
 
2．調査，比較教材と項目 
2.1比較対象教材 
 今回の調査で使用した教材は以下の通りであ
る。 
(1) 「学校図書館メディアの構成」関係テキスト 
・『学校教育と図書館－司書教諭科目のねらい・内 
容とその解説』志保田務他編著 第一法規2007 
年9月 
・.『学校図書館メディアの構成』学校図書館実践 
テキストシリーズ2 志村尚夫著 樹村房  
1999年7月 
・『学校図書館メディアの構成』司書教諭テキスト 
シリーズ2 小田 光宏編集 2002年11月 
・.『学校図書館メディアの構成 第2版』メディ 
ア専門職養成シリーズ2 山本順一他監修 学 
文社 2008年4月 
・.『学校図書館メディアの構成』新学校図書館学 
2 「新学校図書館学」編集委員会編 全国学 
校図書館協議会 2000年7月 
・『学校図書館メディアの構成とその組織化』学校
図書館図解・演習シリーズ2 志村尚夫編著  
青弓社 2004年9月 
・『学校図書館メディアの構成とその組織化 改訂 
版』学校図書館図解・演習シリーズ2 志村尚 
夫編著 青弓社 2009年3月 
・『学校図書館メディアの構成 改訂版』高鷲忠美 
他著 放送大学 2005年6月 
(2) 「情報メディアの活用」関係テキスト 
・『情報メディアの活用』司書教諭テキストシリ 
ーズ05 井口磯夫編集 樹村房 2002年12 
月 
・『情報メディアの活用』メディア専門職養成シリ 
ーズ5 二村健編著 学文社 2006年1月 
・『情報メディアの活用』新学校図書館5 「新学 
校図書館学」編集委員会編 全国学校図書館協 
議会 2002年3月 
 
・『情報メディアの活用と展開』学校図書館図解・ 
演習シリーズ1中山伸一編著 青弓社2003年 
10月 
・ 『情報メディアの活用と展開 改訂版』学校図 
書館図解・演習シリーズ1中山伸一編著 青弓 
社 2009年3月 
・『情報メディアの活用』新訂 山本順一他著 放 
送大学 2005年6月 
・『学校教育と図書館－司書教諭科目のねらい・内 
容とその解説』志保田務他編著 第一法規2007 
年9月 
なお，『学校教育と図書館－司書教諭科目のねら
い・内容とその解説』では，5 科目について記述
されている為，個々の科目対応の該当章を対象と
した。 
 
2.2 検討範囲と視点 
 今回の調査では，学校図書館サービスを基礎で
支えるテクニカル・サービスの核となる目録，特
にOPACのデータベース構造や書誌レコード，典
拠レコード等への言及，総合目録や横断検索等に
ついて調査を進めた。比較項目は，図書目録関係，
雑誌等の継続資料目録関係，総合目録や横断検索
等，典拠コントロール，分類と件名という二つの
主題索引の意味・基礎，学校図書館における主題
索引についての留意点等である。 
 検討の視点としては，「学校図書館メディアの構
成」においては，主として学校図書館メディアや
の資料組織化の側面に焦点をおいた。また，「情報
メディアの活用」では，情報検索機能の側面及び
検索結果の「読み取り」(活用の基礎)等に留意し
た。 
 
2.3 比較項目 
 比較項目は，前述のように図書目録関係，雑誌
等の継続資料目録関係，総合目録や横断検索等，
典拠コントロール，主題索引等についてである。 
 以下に比較項目ごとに，チェック項目及び項目
の目的について述べる。 
 
 
2.3.1  単独の図書館システムの場合 
(1) 目録関係(図書) 
チェック項目：図書カード時代の標目による排列
検索は，現在の OPAC(Online Public Access 
Catalog)ではほとんどが「キーワード検索」(全文
検索方式を含む)になっていること，の説明が明確
になされているか。 
項目の目的：目録規則の基本的構成要素である「記
述」，「標目」，「排列」の基本規則と，現在のOPAC
の実際を正確に解説できているか，という点の検
証である。 
チェック項目： 図書の予約は(出版)物理レベルの
書誌に対して行い，所蔵の物理レベルではないこ
との説明(ハウスキーピングとの関係の解説)。 
項目の目的：OPACにおける書誌レコード検索と 
貸出，返却，予約などのハウスキーピング・シス
テムとの連動の説明がきちんとなされているか，
の調査である。 
(2) 目録関係(継続資料) 
チェック項目：雑誌等の書誌レコードは，当該図
書館の所蔵に対する書誌レコードではなく，当該
雑誌の書誌的レコード(創刊から現在，又は廃刊ま
での書誌レコード)であることの解説。 
項目の目的：最も主要な目的は，図書の書誌レコ
ードと雑誌の書誌レコードにおいて表示されるレ
コードの意味の違いが明確に説明されているか，
という点にある。 
チェック項目：上の書誌レコードの元に，当該図
書館の一括所蔵レコード(欠号表示を含む)がある
こと。 
項目の目的：一括所蔵レコードという雑誌特有の
「所蔵レコード」(総合目録等では個々の参加図書
館のこれを 1 件の所蔵レコードとして表示する)
ことの理解ができるようになっているか。 
チェック項目：一括所蔵レコードの元に，個々の
物理的な所蔵レコード(新着雑誌や製本雑誌単位)
があること。 
項目の目的：雑誌等は新着雑誌，経年後に製本雑
誌(雑誌室やさらには保存書庫などに配架)と形態
的な変化と配架場所の変化を伴う。このことにつ 
 
いての解説の有無。 
  ただし，一部のOPACでは一括所蔵レコードと
個々の物理的な所蔵レコードとを同一画面で表示
しているシステムもある，ことには留意した。 
 
2.3.2  総合目録，横断検索等 
チェック項目：総合目録における書誌レコードと
参加館所蔵レコードとの関係の説明があること。 
項目の目的：単独の図書館システムと総合目録や
横断検索システムでの所蔵レコードの表示の意味
が異なることの解説。 
チェック項目：横断検索の仕組みとその問題点を
総合目録方式と比較して説明していること。 
項目の目的：総合目録構築・維持に比して，導入
が容易な横断検索方式での擬似的な総合目録的機
能ではあるが，一方では検索対象図書館群の
OPACのレスポンスに依拠していること，対象図
書館のシステム更新時には，対応する「検索パラ
メータ・テーブル」の書き換え，接続テストなど
が必要となる難点もあることへの言及等の有無。 
 
2.3.3  目録関係；典拠レコード 
チェック項目：典拠レコード(特に著者典拠レコー
ド)と書誌レコードの関係を説明していること。 
項目の目的：図書館目録の質を維持している「仕
組み」の一つに標目の典拠コントロールと典拠フ
ァイルの維持がある。その中でも特に，著者典拠
レコードに焦点をあてて，解説の有無を確認した。 
 
2.3.4 目録関係(主題) 
(1) 基本事項 
チェック項目：分類，件名付与による主題検索に
ついて，次の基本的な事項が説明されていること。 
項目の目的：書誌レコードにおける書誌階層とそ
れに対応した主題索引付与という意味することの
明確な説明。書架分類と書誌分類や件名標目付与
の意味などの基本的事項が説明されているか，の
検証。 
項目の目的：図書館での主題索引体系である分類，
件名の2つに関する目録政策の基礎について，明 
 
確な説明と理解を求めているか，の検証。 
(2) 付加的事項 
チェック項目：書誌レベルごとに対応した主題索
引が必要(可能)なこと。 
チェック項目：一つの書誌レベルにおいて，複数
の主題索引が付与できること。 
チェック項目：図書等の背ラベルに使用される所
在記号の「分類記号」は，上記の分類記号から，
どれかを採用した「書架分類」であること。 
 また、所在記号に採用した「分類記号」によっ
て、当該資料の一意の書架上の位置が決まること。 
チェック項目：キーワード検索(全文検索方式を含
む)を主題検索の代替に使用している現状説明と
その問題点の解説。 
チェック項目：キーワード検索(全文検索方式を含
む)において，統制された事前結合方式である件名
標目を個々の単語に分解して索引とすることの問
題点の解説の有無。 
項目の目的：目録記述と主題索引の関係，及びこ
れらと，実際の学校図書館メディアとの関係が理
解をしやすく構成，解説がされているか，の確認。 
 
2.3.5 学校図書館における目録政策―記述の水準，
主題索引― 
 前項で取り上げたチェック項目は，記述目録，主
題索引分野の基本的な事項と考えられる諸点であ
る。次に，対象とした「学校図書館メディアの構
成」，「情報メディアの活用」の2科目が学校図書
館の専門職である司書教諭の養成に係る科目であ
ることに鑑みて，学校図書館の目録政策を考える
上での，必須事項を追加した。 
チェック項目：対象とする児童・生徒の成長段階
に応じて，記述の水準を考慮する必要があること、
また、OPACでの主題検索は，分類桁数や件名標
目の「ことば」をどうするかの配慮が必要なこと。 
項目の目的：一般に記述目録の記述の水準は第二
水準とされている。しかし，すべての学校図書館
でこうした第二水準レベルの書誌レコードが必要
とはされないし，また時には煩瑣，不必要ともな
る。利用者志向を志せば，学校図書館では児童・ 
 
生徒の成長段階に応じた目録の記述水準の判断が
特に必要となる。同様のことは主題索引における
分類付与の桁数についてもいえるし，また，件名
標目の「ことば」の選定でも指定できよう。 
チェック項目：一方で，公共図書館の活用とその
OPACの検索，さらには，地域総合目録の普及な
どを考慮する必要もあること。 
項目の目的：学校図書館の単独OPACと公共図書
館OPACの活用などの関係において，その「折り
合い」をどのようの図るかは難しい課題である。  
しかし，司書教諭はこうした状況についても常
に意識を持ち続けておきたい。 
 
3. 調査概要 
上記を各項目に分け，「2.1 比較対象教材」で示
したテキスト類について，それぞれの記述内容を
調査した。チェック項目に対する記述の有無，記
述の分量を判定した。なお，記述量に関しては組
版の相違を考慮して，文字数をカウントし，50文
字括りで区分した。 
また，説明文だけでなく図版等の有無，適切性
なども併せて評価した。 
 これをまとめたのが，表 2「学校図書館メディ
アの構成」各項の評価，及び表 3「情報メディア
の活用」各項の評価である。なお，表では「学校
図書館メディアの構成」関係テキストを A～H，
「情報メディアの活用」関係テキストを I～O と
表記した。(順不同) 
 
3.考察 
3.1各テキストの評価 
3.1.1「学校図書館メディアの構成」 
まず，「学校図書館メディアの構成」について考
察を行なう。 
AでのOPACの説明は比較的多く様々な例が挙
げられている。横断検索の仕組みとその問題点を
総合目録方式と比較して説明していることについ
ては比較・考察は無く，また問題点もあげられて
いないため，不十分さを感じる。分類，件名付与
による主題検索の説明，キーワード検索を主題検 
 
索の代替に使用している現状説明とその問題点の
解説についてはある程度書かれている。公共図書
館との地域総合目録に関して，学校図書館側での
考慮点については記述されていない。 
Bでは，OPAC，NACSIS-CAT，ゆにかねっと
に関しては十分な説明がされている。横断検索の
仕組みとその問題点については，問題点の説明が
薄い。典拠レコードと書誌レコードの関係，分類，
件名付与による主題検索の説明については詳細に
書かれている。また書誌レベルごとの主題索引に
関しての記述は少ないが，複数の主題が付与出来
ることや，図書の背ラベルについては詳細に書か
れている。キーワード検索を主題検索の代替に使
用している現状説明とその問題点の解説について
も詳細に書かれている。また地域総合目録との連
携には目録での差異により困難も多いことについ
ても述べられている。 
C では，OPAC，NACSIS-CAT の説明は十分
であるが，ゆにかねっとに対する説明が不足して
いる。典拠レコードと書誌レコードの関係につい
て，また分類，件名付与による主題検索の説明に
ついても十分になされている。書誌レベルごとに
対応した主題索引が必要であることについて言及
していないものの，複数の主題が付与出来ること
や，背ラベルについては述べている。キーワード
検索についても比較的詳しく説明を行なっている。
OPAC での主題検索と児童･生徒の発達段階，地
域総合目録との係わりについても述べられている。 
Dについても概ねCと同様である。 
E では OPAC の説明と利点を述べており，
NACSIS-CAT については NII の説明に留めるだ
けで，詳細は無い。典拠レコードと書誌レコード
の関係については他の教科書同様比較的詳細に説
明されている。分類，件名付与による主題検索の
説明については「主題」の二つの要素(Topic，
Subjecs)について言及されておらず，不満が残る。
さらに書誌レベルと書架分類については記述が少
ない為，学習者にとって分かりにくい。 
Fでは，OPACの説明は構築や提供について記
述されているが，NACSIS-CATやゆにかねっと 
 
の説明は不十分である。典拠レコードと書誌レコ
ードの関係については比較的詳しく述べられてい
る。分類，件名付与による主題検索の説明につい
ては E と同様「主題」の二つの要素(Topic，
Subjecs)について言及されていない。書誌レベル
と主題索引，背ラベルについての説明もなされて
いるものの学習者がそれらの繋がりを理解出来る
か疑問が残る。また年齢に応じた「ことば」の配
慮や地域総合目録との問題点については述べられ
ていない。 
Gでは一般的な説明がほとんどで使用について
の説明は少ない。NACSIS-CAT に関しては作成
方法にも注目して記述している。ゆにかねっとの
説明は薄く，NACSIS-CAT との目録作成の差異
について述べられているのみである。典拠レコー
ドと書誌レコードの関係については比較的詳細に
述べられている。また分類，件名付与による主題
検索の説明についての記述は多く，この教科書の
大半を占めている。しかしながら「主題」の二つ
の要素(Topic，Subjecs)についての詳細は無い。
書誌レベルと主題索引については，書誌レベルご
とに主題索引が必要であることには特記していな
い。また地域総合目録に関しては否定的であり，
学校図書館目録との関係性には触れていない。 
最後にHであるが，OPACに対する説明は作成
方法に関して重点が置かれているものの，分かり
やすい例示は少ない。またNACSIS-CAT に対し
てはごく簡単な説明に留めている。典拠レコード
と書誌レコードの関係は他の教科書同様記述は十
分されている。分類，件名付与による主題検索の
説明にはやはり「主題」の二つの要素(Topic，
Subjecs)の説明は無い。書誌レベルと主題索引，
背ラベルについては記述が多いが，学習者にとっ
てそれらの関わりが理解出来るかは不明である。
地域総合目録に対する記述はあるものの内容は少
し古く，また学校図書館目録との注意点について
は触れられていない。 
 
3.1.2 「情報メディアの活用」 
次に「情報メディアの活用」に関しての考察を 
 
行なう。この科目では単独 OPAC，WebOPAC，
総合目録，横断検索と言った多様な図書館関係の
情報検索手段があることを踏まえ，1)どのように
児童・生徒にその活用を伝えるのか，2)司書教諭
は，これらを縦横無尽に活用して，必要な資料(メ
ディア)を探すことになるという，2点に重点を置
き評価を行なった。 
IはOPACに対する説明，NIIのWeb-Cat 
(Webcat-Plus)に対する説明はあるものの簡略な
言及であり，一般的なOPAC機能に関する詳細説
明は無い。また，ゆにかねっとについてはごく簡
単な紹介程度である。 
JのOPACに対する説明はNDL-OPACに重点
が置かれており，一般的な個別学校図書館OPAC
の説明が無い。またNIIのWeb-CAT(Webcat- 
Plus)については紹介程度である。分類，件名付与
による主題検索については件名に関しての記述は
ない。 
K では各種 OPAC に対する説明は多いが
NDL-OPAC の説明はごく簡単なものであった。
また公共図書館との地域総合目録を考慮する必要
については学校図書館側での目録についての考慮
は述べられていない。 
LもKと同様の特徴を示している。 
MではOPACはごく簡単な紹介で終わり，NII
のWeb-CAT(Webcat-Plus)に対する説明に比較的
重点を置いている。しかし他の教科書同様，地域
総合目録についての考慮には触れていない。 
NではOPACやNIIのWeb-CAT(Webcat-Plus)
の説明はある程度されているが，個々の学校図書
館目録と地域総合目録についての考慮点には触れ
ていない。 
O では OPAC に対する説明は薄く，また NII
のWeb-CAT(Webcat-Plus)に対する説明はほんの
1 行であり疑問が残った。他の教科書同様，地域
総合目録と学校図書館側での配慮点については触
れていない。 
 
3.2総合的な相対評価 
 1990年代中期以降のネットワークの急速な普 
 
及，高帯域化の進展と，情報のデジタル化への収
束は，学校図書館を取り巻く周辺環境にも大きな
影響を及ぼしつつある。インターネット環境の普
及，コモデティ化は，さらに広帯域，無線，モバ
イル環境，ユビキタス環境，クラウド環境へと進
展しつつあり，ますます変化は加速している。 
 学校図書館の守備範囲も資料から資料・情報へ 
拡大をし，学習センターから学習情報センターへ
の発展が期待されている。 
 前項ではテキストごとに検証を報告したが，全
テキストの総合的な評価としては，改訂版の出版
がされていないためすでに旧時代の記述内容のテ
キストが散見され，例えば，ゆにかねっとや NII
のWeb-CAT(Webcat-Plus)についての記述が無い
場合やごくわずかな説明しか記述されていないケ
ースが散見された。 
 「学校図書館メディアの構成」，「情報メディア
の活用」のテキストとして使用するのであれば，
科目担当者において，適時に追加プリントなどで
授業内容の適切な補足の工夫が要求されよう。 
 また，基本的な事項であるはずの図書と雑誌の
目録・OPACでの相違や目録の作成方法なども明
確な記述が少なく，これらの検索時の留意点や検
索結果の意味ついても記述されていない場合が多
かった。これらのテキスト類に依拠した教育・学
習では，現場の司書教諭として実際の業務を行う
上で戸惑うこととなるのではないだろうか。 
 最後に，地域総合目録に関しては物流面につい
ては触れられているものの，学校図書館の目録と
地域公共図書館等での目録の「差異」とその対策
等についてまで記述されているものは限られてい
た。しかしこの「差異」までを理解することが，
司書教諭は児童・生徒的確な指導・助言ができ，
円滑な学校図書館運営の礎になると考えられる。 
  
4.まとめ 
 今回の調査では，各種テキストを比較・検討し
たが，調査項目に対して詳細な説明がされている
ものは非常に少なかった。 
 「学校図書館メディアの構成」では，資料組織 
 
化の基礎である記述目録，主題索引の基礎を確実
に解説すると共に，現在の個別学校図書館OPAC
の基本的な機能，さらには地域総合目録，横断検
索，全国総合目録なども常に最新の状況に対応を
行う必要がある。 
「情報メディアの活用」に関しては児童・生徒
にどのように活用させるのか，司書教諭自身の検
索という視点での見解は少なく，コンピュータの
使用といったハウツーに特化しているケースが見
受けられた。これは「情報メディアの活用」が実
質コンピュータリテラシー科目に読み替えられて
いることとも関連すると思われる。 
しかしながら，本来この科目のねらいは「学校
図書館における多様な情報メディアの特性と活用
方法の理解を図る」4)ものであり，コンピュータ
のハウツーのみに特化するべきものではない。 
限られたページ数の中で全ての項目に対し十分
な説明を組み込むことは難しい，しかしながら各
教科書の改訂，新規作成時にはこれらに配慮し，
言及する必要があると思われる。また教員は各教
科書の特徴に配慮しながら，授業内で注釈を入れ
る，その際には理解しやすいように補助プリント
の配布や実際の画面例を見せる等，極め細やかな
対応が必要であろう。 
 
冒頭で述べたように、平成 20 年 6 月，図書館
法が改正，同法第5条第1項第1号「大学におい
て文部科学省令で定める図書館に関する科目」を
履修したものが司書となる資格を有する者となる
ことが規定された。司書講習科目に依拠してきた
大学における司書課程科目の規定である。これに
伴い，「大学における図書館に関する科目」が図書
館法施行規則(省令)で規定された。 
一方、司書教諭資格関係科目は、学校図書館法
第5条3項に「前項に規定する司書教諭の講習は、
大学その他の教育機関が文部科学大臣の委嘱を受
けて行う」とあり、さらに、同上 4 項において、
「司書教諭の講習に関し、履修すべき科目及び単
位その他必要な事項は、文部科学省令で定める。」
とある。 
 
司書教諭の養成が、「文部科学大臣の委嘱」とい
う構造を取っていることと、大学における課程科
目としての設定との間には、図書館法改正を巡る
司書養成課題と同様の根源的な共通性が存在する。 
また、科目の内実は平成 10 年 3 月の「学校図
書館司書教諭講習規定の一部を改正する省令につ
いて」において、実質規定されている。 
しかしこれらが規定された 1998 年という年号
を考えてみる。UNIX ベースのブラウザである
Mozaic が巷間に広がりつつあった状況である。
一方、一般的に多く普及していた OS/Windows
マシーンは、1995年のWin95のGUI化を経て、
Win98 でようやく安定がした GUI インターフェ
イスへ到達しつつあった。家庭でのインターネッ
ト接続は、モデム・ベースの接続であった。また、
インターネット上の情報資源への到達はポータル
サイト等からのリンクを辿る方式が主流であった。
すなわち多くの人々にとっては、インターネット
接続やそこでの情報資源は未だ未明の情報環境の
時期である。 
こうした当時の情報環境を全体として構想され
た司書教諭講習の科目群は、現在から見れば何週
もの周回遅れとなっている。 
例えば、今回に対象とした科目「学校図書館メ
ディアの構成」では、「内容」として「目録の機械
化」があげられているが、この「機械化」という
用語自体がWeb-OPACやWeb版総合目録成立以
前のスタンド・アロ－ンの図書館システム時代の
ものである。 
また、科目「情報メディアの活用」では、「イン
ターネットによる情報検索と活用」の項目はある
ものの、「データベースと情報検索」と並列的に記
載されており、両者は別の学習事項となっている。 
一時期に、インターネット世界の時間は、「ドッ
グイヤー」だといわれたこともあった。さらには、
現在は児童生徒の多くが携帯電話を持ち、インタ
ーネット・アクセスを日常的に行っている情報環
境である。 
司書教諭養成の科目においては、ここ 10 数年
の情報環境の変化とそこで日常生活を過ごしてい 
 
る児童生徒、教員、保護者等を考慮し、大幅な科
目内容の見直しを強く望みたい。 
しかし、日々に進展する情報環境の変化を考え
ると、省令で規定は科目概要に留めておき、「大学
における司書教諭科目」を原則として位置づけた
ほうが、より機動的な不断の教育内容の見直しへ
の道が開けるのかもしれない。 
 
本稿がそのささやかな一助となれば幸いである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表2 「学校図書館メディアの構成」各項の評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A （図表） B （図表） C （図表） D （図表） E （図表） F （図表） G （図表） H （図表）
OPACに対する説明 ○1600 ○ ○10000- ○ ○2500 ○ ○2500 ○ ○800 × ○1000 ○ ○12200 × △250 ×
NACSIS-CATに対する説明 × × ○350 ○ ○2000 ○ ○2000 ○ △200 × △100 × ○900 × △100 ○
ゆにかねっとに対する説明 × × ○500 ○ △50 × △50 × × × △100 × △200 × × ×
図書カード時代の標目による排列検索は、
OPACではほとんどが「キーワード検索」になって
いること
図書の予約は出版物理レベルの書誌に対して
かけて、所蔵レベルではない
雑誌等の書誌レコードは、当該図書館の所蔵レ
コードではなく、当該雑誌の書誌的レコードであ
る
上の一括所蔵レコードの元に、個々の物理的な
所蔵レコード(新着雑誌や製本雑誌単位)がある
こと
総合目録での書誌と参加館総合目録レコードと
の関係の説明があること × ×
横断検索の仕組みとその問題点を総合目録方
式と比較して説明していること
△400 △1000
典拠レコード(特に著者典拠レコード)と書誌レ
コードの関係を説明していること × ×
○450 ○ ○1200 ○ ○1200 ○ ○300
○（例を
図表とし
て）
○550 ○ ○350 × ○150
○（例を
図表とし
て）
分類、件名付与による主題検索の説明 ○900 ○ ○900 × ○750 × ○750 × △450 × △950 ○ △3000- × △500文字 ○
書誌レベルごと対応した主題索引が必要なこと
一つの書誌レベルにおいて、複数の主題索引が
付与できること。
図書などの背ラベルに使用される所在記号の
「分類記号」は、上記の分類記号から、どれかを
採用した「書架分類」であること
キーワード検索を主題検索の代替に使用してい
る現状説明とその問題点の解説
キーワード検索(全文検索方式を含む)において、
統制された事前結合方式である件名標目を個々
の単語に分解して索引とすることの問題点の解
説の有無
対象とする児童・生徒の成長段階に応じて、
OPACでの主題検索は、分類桁数、件名の「こと
ば」をどうするかの配慮が必要なこと
× × × × × ×
公共図書館との地域総合目録を考慮する必要も
あること
△1050 ○1500 ○ △1500 △150 △150
×
×○
△600 ○
○ ×
× ×
△1750
×
×
×
×
×
×
×
×× ×
△450 ○
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
○ ×
△450 ○
○500 ×
△1250 ×
△145
○（例を
図表とし
て）
×
×
△1200×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
○250 ○1350
×
×
×
×
×
×
×
×
× ○300
○（例と
して）
××
×
×
×
×
×
×
○
×
△1200
○500 × × ×
表3 「情報メディアの活用」各項の評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
I （図表） J （図表） K （図表） L （図表） M （図表） N （図表） O （図表）
OPACに対する説明 △400 ○ △900 ○ △1200 ○ △1200 ○ △100 × △1950 × △970 ×
NACSIS-CATに対する説明 △500 ○ △50 ○ △160 × △150 × △350 × △900 × × ×
ゆにかねっとに対する説明 △100 ○ × × × × × × × × × × × ×
図書カード時代の標目による排列検索は、OPACで
はほとんどが「キーワード検索」になっていること
図書の予約は出版物理レベルの書誌に対してかけ
て、所蔵レベルではない
雑誌等の書誌レコードは、当該図書館の所蔵レコー
ドではなく、当該雑誌の書誌的レコードである
上の一括所蔵レコードの元に、個々の物理的な所蔵
レコード(新着雑誌や製本雑誌単位)があること
総合目録での書誌と参加館総合目録レコードとの関
係の説明があること
横断検索の仕組みとその問題点を総合目録方式と
比較して説明していること
典拠レコード(特に著者典拠レコード)と書誌レコード
の関係を説明していること × × × × × × × × × × × × × ×
分類、件名付与による主題検索の説明 × × △450 × × × × × × × × × × ×
書誌レベルごと対応した主題索引が必要なこと
一つの書誌レベルにおいて、複数の主題索引が付
与できること
図書などの背ラベルに使用される所在記号の「分類
記号」は、上記の分類記号から、どれかを採用した
「書架分類」であること
キーワード検索を主題検索の代替に使用している現
状説明とその問題点の解説
キーワード検索(全文検索方式を含む)において、統
制された事前結合方式である件名標目を個々の単
語に分解して索引とすることの問題点の解説の有無
対象とする児童・生徒の成長段階に応じて、OPACで
の主題検索は、分類桁数、件名の「ことば」をどうす
るかの配慮が必要なこと
× × × × × ×
公共図書館との地域総合目録を考慮する必要もあ
ること
△900 △９００ △100 △270 △2100 ○
× ×
× × × × × × × ×
× × × ×
× ×
× × × × × × × ×
× × × ×
× ×
× × × × × × × ×
× × × ×
× ×
× × × × × × × ×
× × × ×
× ×
× × × × × × × ×
× × × ×× × × ×× × × ×
注 
1)「司書資格取得のために大学において履修す
べき図書館に関する科目一覧」 
[http://www.mext.go.jp/component/a_menu/e
ducation/detail/__icsFiles/afieldfile/2009/05/13/1
266312_8.pdf 2010年2月19日確認] 
 関連して，文部科学省の「Q&A」がある。 
 平成 21 年 7 月「改正司書養成科目に関する
Q&A」文部科学省生涯学習政策局社会教育課 
[http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/gaku
gei/shisyo/1283540.htm 2010年2月19日確認] 
2)同案の原型となった調査・協力者会議の最終
「報告」案の段階で新規の科目間の構造とその教
育課程での展開を考察したものに次がある。 
 杉本節子, 北克一「大学において履修すべき
図書館に関する科目の構成構造と展開の考察」
『Journal of Informatics=情報学』Vol.5 No.1, 
2008. 
[http://ojs.info.gscc.osaka-cu.ac.jp/JI/index.php 
2010年2月19日確認] 
3)「学校図書館司書教諭講習規定の一部を改正
する省令について」（文初小第 80 号平成 10 年 3
月18日）「別紙2」「司書教諭の講習科目のねらい
と内容」 
4) 同2) 
